
尾道水道及び付近の貝類についての考察
滝 巌

私は尾道市の南側にある向島( むかいしま〕に永年居 lおいてこの地域の海洋は広くて、その後次第に土地隆
住したが、その簡に附近の貝類を採集していた。昭和| 起によって水道は幅狭くなり、今日の尾道・向島の平
17-18年に尾道市西部の海岸で干潮時に干潟になって I坦部を生じ、向島は小島が陸続きになってー島となり
いる所の砂上で死殻を拾ったがその中オオネズミガイ l今日の地形に到達したものと考えられる。
PoZinices kurodai、ゴズヅガイ Gastrochaena gran- I  私はこの地方の地理調査所地図 ( 2万5千分の 1)
dis については当時珍らしかったので報告した( 貝類| で試みに10 m の等高線を抱き取り、これを! 日時の海岸
学雑誌、 13. 1948) 。これらの貝は実際死穀の採れた| 線と考えると上記の諸事項によく合致することを知つ
所に住んでいたものとは考えられず、どこか他から運| た。即ち約 2，000年の簡に1 0 m程度の陸地上昇があっ
ばれて来たもののようで、正確な産地は不明としてお| たことになる。そうなると今日の尾道水道の水深は 7
いた。 I- 1 0 mであるが平均的に見て約2 0 m となり、今日の備
その後、これらの貝を含んだ土砂は尾道港修築のた| 後灘とほぼ似たような水深になる。又今日の尾道水道
め同水道の淡主主によって得られたもので、その位置は| は南北の幅が狭い所175m、広い所で550mであるが、
尾道港の中央部及び西部にわたっていたことが判った IJ日時を作図上推定すると各々 235mと700mとなり、尾
( 尾道市史、第 1巻400頁) 。貝類は上記の他にアヵ| 道市栗原町と向島北部の湾入部が南北に連絡すること
ニジ Rゅana thomasia仰、 ハマグリ Meretrix になるので、その部分では南北約 4，∞O mの広大な海
meretrix lusoria、サトワガイ Anadara sato問、フ| となるのである。このように幅広く水深も大きくなる
スマガイ Clementia vatheleti、 キナガイ Cardilia Iと千満による潮流も盛であっただろうし、貝類の棲息
semisulcata 等も採れた。 ζの内アカニジ・ハマグ 9 I条件としての海洋が変ったものであったろうと思われ
は尾道水道に今日棲息していることは知られていな i る。
い。又一方アサリのような最も普通な種が見当らな
いことから、貝類相が少し異っているものと考えられ
る。更にサトワガイはよく成長した二枚の殻片の合っ
たままの死殻が得られていること、ゴズヅガイ・オオ
ネズミガイ・フスマガイ等も完全でよく成長した襟本
であることから、これらが潮流によって他から運ばれ
て来たものではなしその場所( 尾道水道) に棲息し

尾道水道の東の入口に近く山波の洲がある。子潮時
さんぱ す

に広大な砂地の千潟となる所でイワムジ等の餌虫の好
採取場であるが、 ここでカラスノマクラ Modiolus
nitidus の死殻 1片を拾った。これは殻長 7 7 m mあ
り、かなり大形のものであるがその殻色から見てもよ
ほど古い死穀であると恩われる。本種は房総方面から
鹿児島県にわたり分布しているが瀬戸内海ではよく知

ていたと判定せねばならない。 Iられていない。
又一方、尾道は古くから東西に通ずる海上交通の要| 上記の貝の中、オオネズミガイは殻高3 5 m mあった
点に当り港湾として発達し有名であるが、この水道は| が、相模湾・鹿児島湾・華南海南島から知られてお
昔は現在よりももっと幅広かったのであり、向島も口| り、又備後灘でも採れたがそれは小形でひどく蝕害さ
碑・伝説によれば数個の小島であった。これらはω山| れた死穀のみであった。コズヅガイは和歌山市水軒・
陽街道が現在の尾道市の山麓部を通っていて、地名も| 田辺市・琉王まから、キサガイは赤道地方から本州中部
“山の尾の道" 即ち山の麓を歩いて行く所の意でその| にわたり、ブスマガイは本州東北地方から高知県にま
事情を物語っていること、 (2)古地図が若干残っていて| で分布している。
それを示していること、( お現在の陸地の地名( 尾道市| 以上の諸種は熱帯或は暖帯の海に住む貝で、今日の
長江町・築出町等、向島では江ノ奥・道越みもごえ・河| 尾道水道には棲息していないが瀬戸内海の外洋に近い
尻等) が海岸であったことを示していること、 (4)海浜 1.海域には住んでいるものもある。要するに往時尾道水
植物ノ、マゴク Vitex rotundifolia (くまつずら科) が| 道は幅広く水深く、比較的温暖な海水が流通していて
現在の海岸から l k m以上も入った所に小群落をしてい| 暖帯系の貝類が棲息していたが、年と共に海底の隆起
ることが尾道・向島で数個所あり、この植物は人生に| によって海が狭く浅くなり、次第に死滅したものと推
利用価値なく人が植栽したものでなく、又之を庭園に| 定できるようである。[ 1 佳これらの貝類の棲息していた
植えてもよく育たない傾向のあること等から、往古に| 年代を推定することは今の所できないので、数十年以

(以下419ページへ)
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-マ オ ワ 全 Ephedrin C 10 H15 N O  時鼠恵、治療剤、覚醒弗j
Pseudephedrin C10 H15 N O  止血子宮収縮弗j

ノ、.  ツ カ ク 菌核 Histamin C 5  H 9  N 3  陣痛促進作用
Ergotoxin C 35 141 N 5  0 6  交感神経麻薄
Ergotamin C 33  H35 N 50 5  血管収縮作用
Ergometrin C19 H23 N 3  0 2  
Ergosin C30 H37 N 5  0 5  
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訴か、数百年以前か、或は更に測るものかは判定しが| 殻長7 2 m mという大形のものであった。八浜は国鉄字
たい。 I野線の! g R に近くで、その北側は海が退いて約l k mも遠
以上の地、備後灘の打瀬網( 向島子汐の漁夫による) Iのき、一面の粘土質の土地になっていて干拓作業が行
の採品からピヨワプガイ Trisidos tortuosa kiyonoiの| われていた。その粘土に埋まっていたのである。この
1 片を得たことがある o 本種は愛知県知多郡部崎町、 1:地方も土地隆起が著しい。

もろざき |  
九州博多湾・唐津湾・今万里湾、山口県青海島に現棲| 以上を通じて考えて見るに、我々が貝類を採集する
が見られ、化石は愛知県豊橋附近の小坂井、富山県氷| に当り死穀を得ることが多いが、その内の戎者はその

乙ト l  
見( 洪積世) 、沖積世のものとしては大阪市各所の地| 産地に棲息しているが叉或る種は死滅しており、その
み l
下から多数出土しているし、叉山口県柳井附近と下関! 分布が注目されることになる。それで死穀のみで生頁
市長府町海岸のナシドポジプによる建立の際にも死殻| の得られなかった時は特に注意することが肝要であ
が採れている( 河本卓介氏より拝聞) 0 る。尾道水道の例は特に著しい例で、叉全体として瀬
更にハイガイ Anadara (Tegilliarca) granosa は| 戸内海の中央海域において若干の貝類は死滅して行く

東京から西南の本州諸地方で貝塚から多数出土すると| 傾向があるようで、それらは半化石 semifossil とし
共に海からも死殻が得られるが、生貝の採れる所は瀬| て取扱ってよいと思われ、貝類相を調べるに当り現棲
戸内海では少く、山口県の一部で採れると云う。私は lのものと死殻のみのものとを各々記録しておく要があ
先年児島湾八浜で死殻を拾ったが、その穀は特に厚く | ると思っている。 ( 昭和34.1.28)
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熱 帯 色 の 飼 い 方

藤本義昭・藤岡 昇著

室内にまとまった野外の自然を導入する最も手近な| 魚…特に美しい熱帯魚の習性と水草の知識とが必要で
方法……それはアクアリュームである 3 この美しい独| ある。
立した閉鎖社会を白然の袋で長く継続させるには淡水! この書物は熱帯魚の種類はすべて図入りで説明さ
れ、飼育法についても著者の考案による種々な道具が| 学校などで飼育栽培する最良の手引である。
のせられている。また水草については特に章を改め n 6 ・280円 ( 岡村はた〕
て、種類から植え込み方観賞法までくわしい。
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